
さまざまに姿を変えるモノから
生活の知恵や日本とのつながりを発見

焼きトウモロコシの香ばしい匂いが食

欲をそそる季節だ。身近なスナック菓

子として大活躍のトウモロコシだが、そ

の利用法には思わぬものがある。衣服

になったり、ガソリンになったり…その

秘密を解明！

日
本
は
世
界
一
の
輸
入
国

米
、
麦
と
な
ら
び
三
大
穀
物
で
あ

る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
。
数
千
年
前
か
ら

新
大
陸
の
メ
キ
シ
コ
や
南
ア
メ
リ
カ

で
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
15
世
紀
の
終

わ
り
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

持
ち
帰
っ
た
と
き
は
、
絹
糸
と
呼
ば

れ
る
穂
先
を
観
賞
す
る
も
の
だ
っ
た

と
い
う
。
作
物
と
し
て
の
価
値
が
発

見
さ
れ
る
と
、
ま
た
た
く
間
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
に
広
ま
り
、
ゆ
で
た
り
焼

い
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

加
工
品
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

現
在
、
世
界
中
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
が
、
生
産
高
の
ト
ッ
プ
は
ア
メ
リ

カ
の
約
２
億
５
0
0
0
万
ト
ン
。
次

い
で
中
国
が
約
１
億
１
0
0
0
ト
ン
、

そ
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

な
ど
が
続
く
。
か
た
や
輸
入
量
を
み

る
と
世
界
一
は
日
本
で
あ
る
。
そ
の

多
く
は
家
畜
の
飼
料
だ
が
、
細
か
く

粉
砕
し
て
菓
子
や
パ
ン
に
、
さ
ら
に

加
工
し
て
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
に
、
搾
れ

ば
油
に
、
発
酵
さ
せ
れ
ば
酒
に
も
な

る
。
利
用
法
の
広
が
り
と
と
も
に
生

活
と
の
関
わ
り
も
濃
く
な
っ
て
い
る
。

地
球
に
優
し
い
素
材
と
し
て

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
主
要
な
加
工
品

は
デ
ン
プ
ン
で
あ
る
。
も
と
も
と
は

サ
ツ
マ
イ
モ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
小
麦

な
ど
で
作
ら
れ
て
い
た
製
品
に
、
だ

ん
だ
ん
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
加
工
デ

ン
プ
ン
で
あ
る
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
の

物
理
的
・
化
学
的
性
質
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
と
、
食
品
関
係
だ
け
で
な
く

工
業
的
に
も
利
用
の
幅
を
広
げ
て
い

る
。
今
で
は
一
大
コ
ー
ン
・
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
を
形
成
し
て
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
は
穀
物
の
王
様
と
呼
ば
れ
る
ま

で
に
な
っ
た
。

最
近
は
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
か
ら
作

る
生
分
解
性
ポ
リ
乳
酸
が
、
地
球
に

優
し
い
素
材
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
わ
り
と
し

て
、
紙
や
衣
服
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
利
用
す
る
研
究
が
進
ん
で

い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
コ
ー
ン
ス
タ

ー
チ
を
発
酵
さ
せ
て
ガ
ソ
ホ
ー
ル
と

い
う
自
動
車
燃
料
ま
で
作
っ
て
い
る

と
い
う
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
な

ふ
う
に
姿
を
変
え
て
い
く
の
か
目
が

離
せ
な
い
。
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第 5 回

「環境に優し
い」ということ
で注目を集め
ているぞ！

トウモロコシのデンプンから採

れる乳酸を原料とした素材で、

廃棄されても土中や水中の微生

物の働きで炭酸ガスと水に分解

される。発生した炭酸ガスは、

光合成により再び植物の体内に

取り込まれ、デンプンの生産に

役立つというわけだ。

この循環型の素材は、ショッピ

ングバッグやゴミ袋、プラスチッ

クの代わりとして、製紙工業品、

下着やシャツなどの衣料製品と

して利用されている。

生分解性ポリ乳酸って？

食感を良くしたり、形を整
えやすくする役割や、味を
引き立てる働きを利用

オリゴ糖がわさび漬けの鮮
度や香りを保つ

オリゴ糖がスポンジ生地に
フワフワ感としっとり感を

焼き鳥やウナギのタレにも

ビールの発酵原料に。日
本人好みの軽くてスッキリ
したドライな味を生みだす

【副産物】
コーンの穂軸はさまざま
な化学薬品やキシリト
ールという甘味料に、
コーンの茎は工芸品
に、雌穂を包む皮も
燃料として使われる

【今風スナック食品】
高温、高圧をかけて作られるスナック食品。加
熱しただけのポップコーン、砕いた粒を加工
するコーンフレークや
コーンカール、
2回の加工処
理を行うス
ピンなどが
代表だ

【古典的クッキング】
トウモロコシの故郷である中央・
南アメリカでは古くから砕いたり
ペースト状にして、お粥やパンとし
て食べていた。アフリカ諸国でも
同様の料理が多く、特に南アフリ
カ地域のメニューの多さは世界一
といわれる

【糖化製品】
トウモロコシの加工デンプンであ
るコーンスターチから水飴、ブドウ
糖やオリゴ糖などの糖化製品が作
られる。菓子や清涼飲料水、パン
や練り製品、健康食品から医薬品
と、その用途は広い

中南米の伝統的な酒チチャ
は、コロンブスの時代から新
大陸の人々に愛されてきた。
アフリカにもトウモロコシを
原料とする酒は多い。身近
なところではバーボン・ウ
イスキーやビール、さらに
ミリンや食酢などがある

【伝統的アルカリクッキング】
メキシコから南アメリカ北部では、トウモロコシを石
灰水に浸してからボイルする調理法がある。代表的

なトルティーヤやタコスは日本人にも馴染み
があるだろう

トウモロコシ100％のウ
ィスキー（手前）は珍し
い。原料に51％以上の
コーンを含むバーボン
（奥）はアメリカを代表
する酒で種類も多い

【工業用製品】
吸収性や接着性に優れた特
徴を利用して、紙オムツやコ
ーティング剤、段ボールや建
材、医薬品のタブレット、食品
の増粘・増量剤、ゲル化剤、
安定剤、結着剤などに使われ
ている。発酵させてエタノー
ルに転換させれば自動車の
燃料や化学工業用の原料に
もなる。中でも生分解性ポリ
乳酸製品はこれからますます
増えるだろう

トレイや鉢の発泡体
は廃棄しても自然に返
る循環型素材

生分解性ポリ乳酸で作っ
た服。ポリエステルや綿、
ウールよりも軽く、微酸性
のため肌にやさしい

抗菌作用や防カビ効
果も高い

スナック菓子は世界中で
数え切れないほどの製品
がある

シートの間にチーズや肉、
煮豆やトマト、スパイスを
はさんで食べる

【昔ながらの発酵食品】

産業資材も分解してなくなる
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